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　　　　　　　　　　　　　　秋水軒尺圃中に引用せる典擦と解註

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　　野　　美　　彌　　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　On　‘‘Ch‘iu　Shuei　Hsしlan　Ch・ih．tしピ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshino　　Miyao

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summarv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　“℃h‘iu　Shuei　I－lsVian　Ch‘ih－tu”（秋フ｝（華1：尺犀O　is　a　collection　of　the　ancient　Chinese

everyday　social　letters　written　in　most　antiquated　style，　and　may　justly　be

regarded　as　one　of　the　best　of　the　kind．　　　It　includes　those　正etters　by　several

so－called　w6n　an　hsien　sh＆ng（checkers），off元cials　in　cha℃ge　of　archives、　in

ancient　Chinese　government　offices，　and　is　divided　and　sub－divided　intq　4　vqlumes，

8classes　and　228　chapters．　　Very　signal　characteristics　of　these　letters　are

their　abun（lant－allusions　of　his亡orical　events　ancl　a頭題t　cuStoms，　and　many

rhetorical　expressio1ユs　of　exquisite　beauty．　This，　therefore，　makes　them　m◎st

difficult　reading，　but　they　are　to　be　profitably　stuudied　for　reference　by　the　students

of‘℃h／h－tu”in　view　of　what　is　said　of　them：that　they　were　constant工y　used　in

ancient　China　by　expert　officね1s　in　charge　of　writln．g．

　　The　chief　authorities　from　which、　so　many　passages　in　these正etters　are　quo舵d

amount　to　as　many　as　more　than　200　ill　number，　and　if　we　mention　them　accord－

illg　to　their　quotatiolユー－rate，　they　are，　first－“Ching　Shu”r纏書）　，“Chineg．　e　classics

such　as“S　hih　Ching，，（詩窪），‘‘Tsuo　Chaun”（左博），‘‘Lun　Y亘”（．論言吾），‘cChuang

Tzu”（荘子），“MP．ng　Tzu”（．孟子），‘‘S－　hih　Shuo”（・樫論），“Shu　Chin．g”（書経），1‘Li

Chi”（「謹言己）　，　etc．，　secondly　“Shih　Shu”（吏2書）　，　historles　such　as“Shih　Chゴタ（史

記），‘‘Hou　I．ll‘an　Shu”ズ後漢帯），‘‘1－／an　Shu”（漢銑｝），“Chin　Shu”（晋書），“T‘ang

Shu”（唐苦），“San　Kuo　Chih”（三三國誌），‘‘Chan　Kuo　Ts‘e”（．戦國策），‘‘Nal〕Shih”

（術史），‘‘Su1ユg　Sh輌h”（宋史），‘‘Pei　Shih”（北史），etc．　and　thirdly“Tu　Fu　Shih”

（杜甫詩），“Tao　Chien　Shih”引淘潜詩），“1．i　pe　Shih”（李白詩），‘‘Tu　Mu　Shih”（杜

ど汝言奪），“Su　Tung　P＜e　Shih”（蘇東堤詩），“T‘ang　Shih”（唐討そ．），“Ku　Shih”（古討・），

“Ku　Yen”（「古諺），4‘K‘ou　Pei”（口碑），“Tsa　w色n（羅文），etc．

　　Now　our　education　system　has　large工y　been　altered　and　the　new　system　em－

braces　too　many　courses　of　study　for　the　students飴devote　all　their　time　to　the

study　of　Chinese　classics，　these　letters　have　become　very　unfamiliar　to　the　public．

　　As　people　in　ancient　China　were　not　permitted　to　enter　government　service　in

their　native　places，　they　wou王d　recieVe　official　apPointment“桓strange　parts　of

the　country．　They　took　up　their　temporary　residences　at　unfamiliar　places　and
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　　led　a　wandering　l｛fe王ike　a　dri任．　Co1〕sequently　the］r　complaints　o《annoyances

　　due　to　uncomfortable　c1rcumstances　take　the　great　part　of　the　正etters，　but　they

　　may　justly　be　valued　for　their　exquisite　sty工e　than　for　the　substance．

　　　　　　解　　題

　秋フk軒尺償は往來尺臆の最も古脛のもので、故事典故を盟富に引用した。最も難解のもので、

中國尺臓諮：中の白眉である。修雛上より見ても至妙なるものが多い。從つて中國尺閲を研究する

最高の参考に供するにたるものとして推奨してよレ・。

、　筆者は昔時官署に於て文裳記録のことを掌つた、文章の專門家所謂文案・先生衆人の手に成れる

もので、官吏の同輩叉は上官に寄するもの、家庭間の臆酬、親戚朋友間の通信を輯めたものであ

る。

　内容大意は遠く故郷を離れ他郷に寄留し、海葎雲鳥の如く庭々にさすらひ住む、不自由なる役

人生活の模様と、留守家族の安否を氣遣ふ心の切なるものを蓮べている。

　本書は内容よりも、丈章の佳絶なる煕に於て稽美さるべきである。但し教堅制度の改ま1］、摂

科多岐多端となり、力を漢文黎に專らにすること能はざる裳世に於ては、一般尺膳として賞地懲

酬の用には縁遠いものと云はねばならなV・。

　杢篇を分類すれば、4港、8類、229章となる。

　　第1㊧　通候類　　67章

　　第2巷　慶弔類　　30章　　　慰勘類　　21章

　　第3塞　請託類　　26章　　　　雛謝類　　53章

　　　　第4㊧　　索借糞頁　　　　　9章　　　　　　　　允諾類　　　　12章

　　　　　　戯譲類　　11章

　　　　　典　　援

　全㊧に引用されているiH典め主なるものを摘録して見ても宴に200鈴種に上るのである。今ま

其の引用度の最も高いものから順次皐げると下の如くである。（書名下の数字は引用度藪を示す

もの）

　　1詩　経　48　　2後漢書　40　　3史　記　37
　　4漢　　　書　　　35　　　　5晋　　　書　　　26　　　　6左　　　傳　　　22

　　7　　孟　　　　　　子　　　　　　29　　　　　　　　8　　論　　　　　　語　　　　　　18　　　　　　　　9　　唐　　　　　　書　　　　　　17

　1◎　荘　　　子　　　16　　　　11　世　　　詮　　　ヱ5　　　　12　古　　　詩　　　14
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13　載　國　策　　　14　　　　14　三　國　志　　　13　　　　15　禮　　　記　　　11

16　　易　　　　　　経　　　　　　　9　　　　　　　　17　　〕±追ぎ懐李白詩　　　　　9　　　　　　　　18　　11＿2　　道　　；言寺　　　　　　　g

19　　子L　子　奏ミ語　　　　　　　7　　　　　　　20　　オ土　　4汝　　詩　　　　　　　6　　　　　　　21　　戊薄　　　　　　言寺　　　　　　　6

22太亭廣記　　　6　　　23准南子　　　6　　　24南　　史　　　6

25宋　史　6　26捜騨記　6　2寧韓裏講、嚇）
28　　陶　　酒　　詩　　　　　　　5　　　　　　　29　　西膓｝て　菊ξ言己　　　　　　　5　　　　　　　30　　』超＿　淵　　旦月　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟去來辮
31　　夷隻　　　　　　§｝辛　　　　　　　4　　　　　　　　32　　ゴヒ　　　　　　史　　　　　　　4　　　　　　　　33　　ヨを　　白　　詩　　　　　　　4

34書　経　　4　　35李商隠詩　　3　　36荊楚歳時記　　3
37　　蕉Sミ　　態犬　　Sl，lt－　　　　　　3　　　　　　　38　　易え完　圭ト傳　　　　　　　3　　　　　　　39　　古　　　　　　諺　　　　　　“3

40　　四lee　賓鑑　　　　　　3　　　　　　　41　　添巾　　姐1　　言己　　　　　　3　　　　　　　42　　三E　　ホ維　　詩　　　　　　3

43　穿重　　力｜　　言己　　　　　　3　　　　　　　44　越　　　　　諺　　　　　　3　　　　　　　45　騒賓ヨ三言寺　　　　　　3

46韓愈詩　　3　　47柳子厚詩　　3　　鱈絞晋陽秋　　3
49　　容　　台　　集　　　　　　3　　　　　　　50　　詮　　　　　　文　　　　　　3　　　　　　　51　　弓ら唐　言寺言舌　　　　　　3

52　　古　　今　　注　　　　　　　3　　　　　　　　53　　言寺　　　　　　話　　　　　　　2　　　　　　　　54　　塩　　鐵　　論　　　　　　　2

55頑　言　2　　56雑　鏡　2　　57蛾晃詩　2
58　　白居易言寺序　　　　　　2　　　　　　59　aRl］多巨　、忠詩　　　　　　2　　　　　　60　驚　　4萄　　葺己　　　　　　2

61宜者阿川記　2　　62高壁詩　2　　63倦游録　2
64．劉再錫文　　2　　65韓詩外傳　　2　　66禮儒行　　2

67異偉業詞　　2　　68禽　経　2　　69韓非子　　2
70　風　土　記　　　2　　　　71　孟郊遊子吟　　　2　　　　72　李密陳情表．　　2

73　　太漠　タト葬蓼〔　　　　　　2　　　　　　　74　　周　　　　　　書　　　　　　2　　　　　　　75　　國　　　　　　語　　　　　　2

76　天寳　遣菖茎　　　　　　2　　　　　　　77　　呂日ミ　≡養ミ秋　　　　　　2　　　　　　　78　文　　　　　選　　　　　　2

79　江滝」｝IJ！賦　　　　　　2　　　　　　80　黄長亘　亘さ詩　　　　　　2　　　　　　81　タ‖　　　　　子　　　　　　2　　　　　Pt

82李白上韓荊州書　2　　　83鶴林玉露　　　2　　　84抱　朴子　　　2

85聞後鋏似下1回のもの）　86朱子言贈樂　　　　　87墾武帝詩

88劉克荘詩　　　　89偉宣文　　　　90西削雅集
91唐元徳秀傳　　　　92度杢麹詩　　　　93遥至錫詩

94桂苑叢談　　　　　95墾耀怨詩　　　　96劉安招隠詩

97朱淑貞詩　　　　98三輔責圏　　　　99國史補
100　張衡西京賦　　　　　　　　101　木　璽　詩　　　　　　　　102　武　蟻　詩
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103　　ヨ三　　藥　　詩　　　　　　　　　　　　　　104　　街1　　　　　覧　　　　　　　　　　　　　　105　　枕　　中　　言己

106　語　　　鋒　　　　　　　　107　文　士　傳　　　　　　　　108　荷　　　子

109　孫　　　子　　　　　　　110　博　物　志　　　　　　　111　桓謂薪論　　，

112郷飲酒濃　　　　　　113　月令廣義　　　　　　114帝王世紀

115江蘇通志　　　　　　116≧甦塑書　　　　　　117司　馬法

118　洪北江詩話　　　　　　　119　漢武故事　　　　　　　120亘藤王閣序

121　文麗ξ　通放　　　　　　　　　　　　　122　湿遜詩言舌　　　　　　　　　　　　　123　萱方　干詩

124　開元遺事　　　　　　　　125　秦踏玉貧女詩　　　　　　　126　東方朔肺異経

127　襲　度　詩　　　　　　　128楊亥公詩　　　　　　　129　夢筆渓談

130　義　　　詩　　　　　　　　131　渡　檀　弓　　　　　　　　132　大　戴　禮

133褒齊諮志　　　　　　134高士醇　　　　　　135古今樂録
136　　匿　　り］］　　言己　　　　　　　　　　　　　　　137　　蓮　　異　　言己　　　　　　　　　　　　　　　138　　籾　　嚴　　畜芸

139　漫磁≡勇ミ芸ξ　　　　　　　　　　　140　†専　　4勿　注　　　　　　　　　　　141　周　　　　　重豊

142　　方輿　勝覧　　　　　　　　　　　　　　　143　　詮　　　　　　）芭　　　　　　　　　　　　　　　144　　≡黍≡　　賀　　；寺

145　　筆　　　　　　§炎　　　　　　　　　　　　　　146　　名臣言ZT蚕象　　．　　　　　　　　　　　147　　易紹ξ　章乞きト

148　　藩ヲ〈　臣嘉言寺　　　　　　　　　　　　　　　149　　易　　　　　　7｛；｛く　　　　　　　　　　　　　　　150　　菜薩　　6薔き　　詩

コ、51　　通　　　　　　鑑　　　　　　　　　　　　　　　152　　金　　騒‖　　経　　　　　　　　　　　　　　　153　　麗　　集　　詞

154　古　樂　府　　　　　　　　155　提　要　録　　　　　　　　156　翰　墨　記

157誠　齋　集　　　　　　　158天　白　帖　　　　　　　159r！穀　耕　録

160　洛中　言己聞　　　　　　　　　　　　　161　蘇　　Ptこ　　傳：　　　　　　　　　　　　　162　　東軒　≦鳶言己

163　李義府詩　　　　　　　　　　164　書　慢　　録　　　　　　　　　　165　曳歪　　　隠

166　　漢　　堂　　集　　　　　　　　　　　　　　　167　　事糞頁　合曇ξ　　　　　　　　　　　　　　168　　唐　　谷　　詩

169　　王子　敬言舌　　　　　　　　　　　　　　170　　警閲　　　　　牙筐　　　　　　　　　　　　　171　　貌　　　　　　書

172瀟緬與王倹書　　　　　　173顔氏家訓　　　　　　　174　易　繋　緋

175章荘立春詩　　　　　　　176常　建　詩　　　　　　　177貴　耳　集

178　　通　　　　　　志　　　　　　　　　　　　　　179　　鑛　　　　　　古　　　　　　　　　　　　　　180　　異　　　　　　多E

181　　冷齊　夜話　　　　　　　　　　　　　　182　　儀　　禮　　赫6　　　　　　　　　　　　　　183　　古　　愛‖　　詩

184韓　握　詩　　　　　　　185辛纏遜柳詩　　　　　　　ヱ86莞　　　典

187　　YE’大　成詩　　　　　　　　　　　　　　188　　幽　　肇蚤　　端　　　　　　　　　　　　　　189　　庚　　信　　文

ヱ9◎　一　統　志　　　　　　　　191　顔屋謬疹姑仙籔記　　　　　192　格　物　論
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193　　《射口兆邊y芭ξ芸詩　　　　　　　　　　　　194　　老　　　　　　子　　　　　　　　　　　　　　195　　白居易琵琶行

196　　舞±鄭寄友詩　　　　　　　　　　　　　　197　　李易　安調　　　　　　　　　　　　　　198　　暑ま浩　女儀

199　　晋黎1‖王昆與蘂見書　　　　　　　　　　　　　200　　明皇　系匡6象

　　　　　解　　註

　　　　　　　例　　　言

L全篇4巷8類中から十救章を文例として摘録して解説した。

1．原書は尺蹟文であるから前文、本文、後文の分ちがあるが、今は冗漫を省いて本文のみを掲げ

　た。

L原書は白文であるが、勧霊、訓顯、途り債名附きの訓譲法を探らすに、新式標黒占附きに改め中

　國音で棒讃するのに便じたものである。

L文例には宇義、語裸を施し、更に口課をつけて、大意を述べることにした。

　　　　　　　文　　　例

　　1．與徐養安（第1巷、通候類八）

聞足下之名久突・亭時相慕切・而相遇絡疎；不意清和之首・得於禽城客邸遇之。

伏見大兄春雲意氣・秋彫苧裁；不蕾難驚誕中・矯然一鶴・爺令人心折無似1旋以寵輪適館、分手

勿勿；而弟自重午蹄來・臼與管城子共農夕・螢歌概可想見。

足下目無全牛・奏刀立解；當此輕抄圏腸・一一楊清閲・知不與筆伯同其役役也。

【語繹】　　（弓s・　lfgs）干生・ひごろ。（絡疎）絡に多くなかつた。（清和）陰暦4月・4月の異稽。

　（貧城）省城゜（客邸）族舎。（春雲）態度の温柔明朗なること。（秋月幸裁）容貌の清朗な

　こと・有徳の人の心の清いこと。（不菅）ただに……のみならす。（難驚黎中）にはとりとあ

　ひるの群の中・多くのつまらぬ者の中でといふ意味。（矯然一鶴）オ蜀りことさらに秀でてい

　る・群鶏中の一鶴。（心折無似）此上なく心服する。（藷6輪）がまでつSみ動揺をふせぎ安濠

　に行かせるようにした車輔。　（適）至る・往く。　（勾勾）いそがしく・あわただしく。　（重

　午）重五に同じ・午と五と同昔・端午。（管城子）筆の別名。（月無全牛）眼中に困難なこと

　なく何事もやれぱすぐ成就する・荘子『庖了解牛・目未嘗見全牛・奏刀惑然漠不中肯。』（築

　伯）愚人。（役役）苦努・骨折。

〔口謬】久しくあなた様の御高名を承つて常にお慕ひ申して居りますが、つひそ相遇ふことがあ

　りませんでした。思ひがけなく4月の初めに省城の旗館で面禽することが出來ました。私がお

　みうけしたところ、あなたのおきもちは春風の如く柔和で、お姿も趣めて清朗で居られ全く我
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　等の仲聞の中で断撚群を抜レ・て立派で、人を此上もなく心服させます。あなたの御蹄館の爲め、

　あわただしくお別れせねばなりませんでした。私は端午の節句に間つて來てから毎日朝から晩

　まで筆墨と取組んでNを過して居ります、その苦螢の程は全く御想像に難くないと思ひます。

　あなたは限中に困難なこともなく｛rvgもやれば順調に成途げられませう。この向暑の醐り、浴

　衣がけに蟹扇姿で床机に認かにくつろがれ、私の様な愚人の貧乏で暇のなレ・生活とは大分かけ

　離れてゐるこL存じます。

　　二、復陳憲章（蓮懐）（通候類、二十七）

九十春光・蒋眼線肥紅痩；素心人遠・良禽何時？

足下重到樂城・駕輕就熟；惟試青藩於寸鐵・未免用違其長。

弟伏虚如故・而當此牟簾花雨・孤館無柳；纏好鳥於枝頭・殊畳陵人之滋切耳。

【語繹】（九十春光）春季3ケ月・合計90日・『春光』春景色。（緑肥紅痩）春景色おとろへる

　意。李易安調『試問捲簾人・却道海築依薔・知否知否・懸是捺肥紅痩◎」。（素心）心の潔白。

　（良禽）良昭と同義・樂しい愈合。（樂城）河北省麟縣。（駕輕就熟）熟練した人。韓愈文

　『如駕軽草・就熟路。』（試青藩於寸鐵）大才小用の意。（青揖り青きうきぐさ・古の名創の

　名。李白與韓荊州書『青藩結緑・長債於§皐下之門。』（寸鐵）一寸許の匁物・微物。（伏檀如

　故）己を卑下して人に屈し何等向上せぬ意。伏樫は馬が厩の中に伏す・握は厩のねだ板。魏武

　帝詩『老駿伏擁・志在千里。』（孚簾花雨）窓に降りかかる潤花の爾。（滋切）愈々劫なるも

　のがある。

【口謹】長鯛なる90日の春景色も一臆の間に青葉の初夏の候になりました。知己の友は遠く離れ

　住み、何日になったら再禽出來ることやらxあなたは薪に樂城に赴いて職に就くのは熟習した

　仕事をすることでもあり、至極結構なことである。但しあなたの如き優れた才能を持ちなが

　ら、つまらなV・仕事に就くことは大才小用の憾あるを冤れない。私は依然として何等の進境も

　なく、さみだれ降りしきる昨今親V・友もなV・孤猫の役所勤めは淋しいものである、殊に庭木に

　さぴつる小烏の聾を聞く時など友を思ふノじ・の愈々切なるblのがある。

　　三、復丁玉藻（過訪不遇）（通候類、二十八）

卯店談心之後・忽忽自春而冬。新正過謁尊齋・知爲文燕招留・無縁握手。自看上元燈火・弟部騒

寧出繍門奏。

正以瀬州模畔・吾與亭遽・時壌秋水伊人之想；而手書適至・不蕾清風來故人也1

浴蘭節近・作客者非無家室之思；無如縫鳥依人・毎多牽蟄。三春虚郷・重午室來；文線蒲香・惟
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有弓膓猫酔耳1

【語狸】　（茄店）茄は茅に通す・田含の小族舎。（談心）心を傾けて話す・打ち開けて話合。

　（新正）新年。（尊齋）他人の書齋の敬稽。（文議）文士蓮の宴禽。（上元）上元の夜・元脊

　節・奮懸正月15日。（願車）車に乗つて行くこと。（秋水伊人）親友を思慕すること。詩『所

　謂伊人・在フk－一方。』（清風來故人）趣詩句。全く君と面接したも同様であるの意。（浴蘭

　節）端午節。蘭をうかべたる湯に入る。大戴渡『5月5H・蓄蘭爲沐浴。』（薔鳥依人）人に

　たよつて生活する者は籠の鳥同様自由がきかない。（牽蟄）ひきつながる。（三春）春季3ケ

　月。陰騒の正月は孟春・2月仲春・3月は季春・

【口諜】田舎の小族含に於て心を傾けて話合つてから、早くも春から冬の季節になりまし海。新

　年正月にあなたを書齋にお訪ねしましたが、あなたは宴倉に出掛けられて、人に引留られて居

　ることを知て御面曙の機を得す蹄りました。上元の夜の燈火を見物してから私は車に乗つて省

　城を去り、灘州擾のぼとり吾與亭の下で丁度あなたのことを思ひうかべてゐる時に幸にあなた

　のお手紙を受取り全くあなたと面暗したも同様の思ぴを致しました。端午の節句も近づきまし

　1セが、他郷に暮すものは留守宅のことが氣にかからないのではないが、如何にせん人に雇われ

　の身は擁の中の鳥も同然で何時も忙しく身をぬくことが出來ません。春の季節も室しく過ぎ去

　り叉5月5日の端午節も間近かになりました。私ほ淋しく自によもぎの線をながめ、菖蒲の香

　氣をかいで猫りで酒杯を畢げて氣晴しするより外はない。

　　四、答槍洲刺史周（叙契闊）（候叙類、四十九）

以牛年之契闇・接爾面之殿勤；甫謬離懐・叉増別緒。

回憶依棲蓮幕・農夕追陪；畳人生聚散之縁・不殊海藩雲鳥。言之可慨1

頃得沙河騨褒寄手書・知台旋取近而回；膿望後塵・慈結実似？

且以不膜將意・猶辱歯券・則増我顔汗奏！

【語響】（契闇）久隔・ぶさた。（殿勤）ねんごろ。（離懐）人と別れて後のおもひ。（別緒）

　別離の情。（蓮幕）幕府・幕賓。（追陪）つき随ふ・蓮れ從ひて行く。韓愈詩『絡日稲追陪

　。』　（海藩雲鳥）踪跡定らす聚散常なく忽ち散じ、海洋の浮草雲中の飛鳥も同様であるの意。

　（台旋）貴下。旋は旗類之一。敬稻其随行之旋旗・不敢直穂其人也。（取近）近路をする。

　（羅結）思ひがむすぼれて解けなV・。（実似）何ぞ似ん・……の至に堪へず。（歯芥）薩をい

　ふ。（不映）手あつくない・賜物の厚からざるを謙遜して云ふ。

【口諜）宇年間に爾度面悟の椎を得て御親切に預りまして、やつと久閣を叙すことが出來ました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89



　のに叉別離の情を禁じ得ません。回顧すれぱ以前あなたの役所の暮友として私は朝夕あなた

　｝C　、っき随ひましたが今は叉離ればなれとなり、人間世界は踪跡定らす聚散常なく正に大海の

　浮草、天かける飛鳥も同然であるととを思わせます、淘に歎かわしいことXV・わねばなりませ

　ん。只今あなたの沙河騨から出されたお手紙を受取夢近路を辿つて蹄郷されるととを知りまし

　た。逢かにあなたの後ろ姿を拝して何ものにも比し難い悲しみを畳えます。叉お粗末なる饒別

　に封して御邸重なるお禮の言葉を添うしまして恐縮に堪へざらしめるのであります。

　　五、復謝秀三（言八月内返省）（通候類、三十）

よ谷斗城耳・衡宇叉隔敷武・寛未一鵬孝釆；春正過訪・彼此復相左・何縁之淺也？

頃恵翰言・如封芝光而玲玉屑；足下移楊薮州・既聯奮雨之歎・叉賜薔遊之地・動定自多融望。如

弟依人海角・徒以爾地肺交・興釆葛釆瀟之味。

中秋擬一返省・不審桂香梧影之中・得奉雅人清話否？

【語繹】（上谷）河北省保定府の別稽。（斗城）城は小さく斗の如く・小さな町。（衡宇）衡

　は門・宇は屋・粗末な家。（藪武）藪歩・距離の近いこと。（幸釆）人の容貌。（相左）行き

　違レ・。（EE　ig）長生不死の仙藥と繕する玉の粉・言語の優美なることを賛美して玉屑の如しと

　いふ゜（移楊）任地を移す・縛居する（鑛州）今の河北薮縣。（奮雨）古きなじみ。（奮遊）

　一一tw行たことのあるところ。（動定）起居。（融壇）とけやはらぐとと・気分ののびやかなる

　こと。（海角）海漫。（肺交）形にかかはらす精飾上の交。（釆薦釆齋）思慕すること。詩経

　『彼釆葛分・1日不見・如3月号；彼釆齋■・1M不見・如3秋夢。』（桂香梧影）8月の風

　景。

【口諜】保定は一つの小都市で、あなたの家と私の家とは僅か離れてゐるに過ぎないのに、つV・

　ぞ一度もあなたにお目にか人る機禽がなく、正月にあなたが私を訪ねて下さつたが、お目にか

　Aれ≠、どうして斯様に私達はお縁が薄いのでせう。只今あなたのお乎紙を受取夢・恰もあな

　たに面禽し、あなたのお話を聞いてゐるも同様に思われました。あなたは鑛州に轄任なさると

　いふことは、既に奮時の朋友も澤山あることでもあるし、叉以前に佳まれた案内の土地でもあ

　り、お起居も氣樂にV・けると思われます。私は主人持ちで遠く離れて海漫に住居する身、室し

　く猫りぼつちで詩経の『釆斎釆葛』の句を吟味してあなたを思念して暮すのみであります。8

　月15日の中秋の佳節には省城va・一一度蹄つて來る積りで居りますが、8月の候にあなたとお属に

　カパリ欺談するととが出來ますかしら。

　　六、復朱鶴汀（通候類、二）
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手書造責・知足下適患河魚之疾；造化小見・何不仁乃爾？近日定占勿蘂突。弟貧也非病・客自家

郷來者・道波臣爲虐・年穀不登；族人無以自存・叉重以内顧憂。如何如何！

足下作蹄省計否？新涼入序・寄語加餐。

【語繹】（遽賞）遠方から降る・遠地の人から手紙を受取つた。（河魚之疾）腹の病気・吐き下

　しの病。（造化小見）造化は創造化育の意にて天を云ふ・造物主を指す。小見は戯言。（不仁

乃爾）どうしてこの様に無慈悲なのであらう。（占）うらなふ・推量する。（勿護）薔護を用ぴ

ざること7病癒ゆ。（貧也非病）貧乏になやんでも病氣でわない。（客）ある人。（波臣爲虐）

波臣は魚の異稻・水飾を云ふ。虐は災厄，フk災に遇ふどと。（年穀不登）この年五穀蟹らず。

（族人）他郷に寄寓する人の意。（如何）どうしたらよからう。（内顧憂）丙は家庭を指す。内

部に封する心配。（飼省）故郷に蹄り父母を見舞ふこと。（新涼入序）秋になつて氣候が涼しく

なる。（寄語）傳言・お勧めする・所る。（加餐）多く飲食する・身纏を大切にする。

【口謬】遠方からあなたのお子紙を受取り、あなたは腹らくだしの病気を患ふて居らるXことを

知りました。天の祠檬はどうしてごんなに無慈悲なのでせう。近頃は屹度癒つて居られることで

せう。私は貧苦に踏んでは居りますが病氣ではありません。郷里から人が來ての話によれぱ大水

害の爲めに今年の米の牧獲はなV・といふことです。振に出て暮す人間は自分一人の生活がやっと

のことなのに、留守宅のことまで心配せねばならぬとは全くどうすれぱよV・のでせう。あなたは

蹄郷して父母を見舞われる計書はありませんか、氣候も段々涼しくなつて來ました。お彊を大切

になさいますよう新上ます。

　　七、與襲甘林　　（通候類、＋）

菊秋天假之縁・禽蓬其適！

承足下的愛我諄塾・歓若亭生。古人傾蓋之交・當不是過。

別後蹄來・席旬未媛；以清査事・脂車入省・長至前三日返館。板橋茅店・日僕僕於朔風塞雲中；

依人況味・可想而知。

裁抄作旋省計否？如有同心唄脱屋手言欺・近在屠蘇入飲時突。

【語探】（菊秋）菊月・陰麿9月の別稻。（天假）天與の。（諒埜）極めてねんごろの義。（欺

　若千生）獣喜は久交者のかつての有様である。（傾蓋）車を駐めて車のかさを傾け近づきて語

　る・一見して故菖の如く相親むにいふ。孔子家語『孔子之郊・遇程子於途・傾蓋而語絡日・甚

　相親。』言在途相遇・交蓋駐草・相語絡日・喩交誼之親密也。（席樹未暖）坐席未だ暖まらざ

　るにまた他出する・多忙なる義。（脂車）脂は脂膏、脂油で、車輪に油を塗り旋轄をよくする。
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　（長至）冬至、夏至レ・つれも長至といふ。この章に於ては冬至を指す。（板橋茅店）族行の景

況をいふ。温至笥詩『鶏聲茅店月・人跡板橋霜。』　（僕僕）努苦の形容・旗行の煩はしきさ

　ま。（朔風）北風。（裁抄）年末。（屠蘇入飲時）正月の意・屠蘇を酒に浸して正月元旦に飲

　用すれぱ一年中の邪氣を拙ふといふ゜

【口諜】去る9月の候には上帝のお恵みによつて私達はお目にかLる機禽を得まして、故誓同然

　のねんごろなるもてなしを受けました。古人は途上で友人に遜近すれば車を止めて、絡日語あ

　ふて親睦を口かつたと申しますが、やはり私達のこの様なことにすぎなかつたのであらうと思、

　ふのです。私はあなたとお別れし役所に戻つて後未だ席も暖まらない中に叉調査の用件をおび

　て省城に出掛け、各至の臼の3日前にやつと役所に戻りました。道中はわびしい田含旋誼に投

　宿して、毎N塞風吹きしく中を諸方かけまわりました。他人に｛吏われる身のつらさはすぐ想陵

　出來ることです。この年末には省城に出掛る企がありませんか。若し私達爾人がこの様な同じ

　考だとすれば互に手をとり談笑出來るHは近く新年正月の屠蘇を厩ふ時になりましよう。

　　八、與郵馨圃（通候類、三十九）

一車一笠・道左相逢・数語分襟・不勝恨個1屡荷手書遠及・意緒纏綿；感奮雨之多情・盆停雲之

在念。砥以公私憧擾・南北週蓬；墜鯉未將・良由於此。

五兄制行立品・寓才華於醇謹之中；警詣瑛玉潭金・含章蕊秀・宜乎先聾所至・契合上游。客滋榮

署下沙・調梅小試・已見一斑。而恵政所施・深入民隠・以故謬ミ韓臥轍・父老留連；大僚推重賢

能・自必授以繁要之麗・稗資展布・行見隆隆直上・造藤於吾漸者・正未有文・営不僅理嵯亥最已

也。弟承令兄不棄・五載於滋・自擁庸庸・未能梢有匡盆；惟實心璽力Lq字・差堪自信。

前歳謬思援例・本非膓肥｝1畠満之秋・而作赤手室拳之禦・支織概可想見。

適家兄以弟北居多累・招之使往・因將審属往東昌・毎念高堂垂暮・捧微難逓。乃以力有未邊・依

然雌伏。始信強弩之末・部魯縞亦莫能穿；以覗吾兄快先著鞭・春風得意。権湊案止雰壌耶？

西子湖頭・雲i力如書；公飴覧勝・逸興何如？

【語麗】　（一車一笠）朋友の交の親しき貌。越諺『君乗車，我戴笠，他日相逢下皐揖。』　（道

　左）道の傍。（恨情）失望、失意のさま。（纏綿）まつはり離れざるさま。（停雲）親しき友

を思ふととにいふ・行く雲をど吻る義にて歌遮の妙なるにv・ふ咽綱有停雲詩四章・序

　云『停雲・懐親友也。』　（公私憧擾）公私ともに繁忙。（還遽）長く遠し・はるばる。（隻

　鯉）隻魚と同義・手紙の意。〈將）塗る。（才華）はなやかなる才。（慈秀）すぐれたるをつ

　つみかくす・文釆をつみたくはへる。（寓才華蒋秀）言其才蘂P寸蕊・不浮露於外・其質地之優

　美晴如未剖之玉・未源之金也。（制行）事を程よくする。（立品）品行方正。（醇謹）てあ
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つくしてつつしみぶかし。（壬業玉揮金）琢かざる玉とあらがね・人の性の質朴純美なるをい

ふ。（含章藏秀）含章はかざりを内にふくみたくはふ。『包含着文釆・隠藏着秀氣。』（先聾）

さきぶれ。『人未至而名先至』（契合）親密。（上游）高位にある人・上官。（榮署）代理と

して榮縛する・本官の官吏が死亡、冤官、出差等の事由により其任にあらざるとき他の官吏を

して代理せしむるをいふ。（下沙）南障縣の下沙鎭。（調梅小試）大器小用。（民隠）人民の

　くるしみ・隠は痛・民痩と同義。（酬嚢臥轍）人民が、牧民官の留任を希望して車の鞍にすが

り車のわだちに臥して引留める。人民の引止めることの懇切なること。（父老）村の重立たる

としよりの人。（留連）名残惜しくて別れられない。（大僚）大官。（推重）推し重んする・

たふとび重んぜられる。（繁要）繁盛にして稿要なる地域。（展布）大なる才能をのばす。

　（隆隆直上）一歩一歩昇官する。（父）護る。（理薩奏最）隠務行政の面に於て功を奏す。

　（匡盆）たN’sして益する・助ける。（賓心賢力）本氣になつて宴際につとめる。（援例）前例

を引く・指官の規定によつて政府に金を納めて官職を買ふ。（膓肥ll箇浦）経濟の充裕するこ

と。（庸庸）干凡なること。（赤手塞拳）すで・室乎。（支綿）財用不足・金が歓乏する。

　（東昌）現在の山東省聯城縣。（高堂）母親。（捧徽難遅）任官のお召猷をささげもつ・親の

爲めに志を屈する・仕官することはこれ以上遅らすことは出來ぬ。（雌伏）人の下につき從

ふ。漢趙温爲京兆勢，嘆日『大丈夫倉當雄飛，安能雌伏。』（強弩之末）つよき大弓にて褒射

せし矢も其の力の叢きたる末。（魯縞亦莫能穿）魯國の薄絹を貫く程の力も無い。英雄も衰へ

ては何事も成し得ざる義。（快先着鞭）人より先に着手する・早よ夢仕官しての意。（容壌）

天地とレ・ふに同じ・天と地との隔る如く大差あるに喩ふ・雲泥の差。（西子湖）漸江省杭縣の

西湖。（逸興）世俗を腕してすぐれたる風流のおもむき。

【口課）君は車に乗り、私は笠をかぶりかちだち、途中で出遇ふて、二こと三こと話をかわして

別れ心中すこしくものたらぬ思ひをしました。君より度々遥々御懇篤なるお子紙を頂戴して奮

友の何日も愛らぬ友情に感激し愈々君を思慕することの切なるものがあります。只だ公私共に

非常に多忙を極め、また私達は一人は南に、一人は北にお互に遠く隔離されてゐる、亭素御無

音に打過してゐるのもその爲めであります。五兄は物事を庭理するのに程好く、品行方正でも

あb、内にすぐれたる文釆をたくはへ、外面は誠にてあつくつつしみぶかく、たとへば石の中

の玉、みがかざる責金の如くで立派な資質がうかがはれるので、自然に名聾が高まり、上役

にも親密になるのです。昨年下沙地方に長官代理とし榮蒋されたのも君の大なる手腕を試験す

る爲であつたととがよく分ります。君は施政に當り恩恵を施したことを庶民は深く感激し、君

の韓任に際し留任蓮動が盛んに行われたのであります。殊に父老の人達は名残を惜んだので
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　す。上司は君の才能を重んじて、繁盛な土地に韓任さすのは営然のことであり、君は叉た大い

　に本領を衰擁して事に営り漸吹昇任して行くのであります、私達の漸江省にもまだ地方を治め

　る大切なことがらがのこされてゐます。只に盟務行政面の提理に功を奏さるムのみに止らない

　のであります。私は鴛の長兄に推醜されて既に5年にもなりますが、卒干凡凡何等貢蹴すると

　とろなく蜥塊の至りですが、只た誠心誠意つとめることがせめてものぼこりです。一昨年私は

　みだりなる考へを起し粥官を致しましたが、元來金を持たつにやつたことで、遺繰算段の程は

　御想綾つきましよう。丁度私の兄が、私が北方に居つて苦努ばかりしてゐるのを知つて私を呼

　び寄てくれまして、家族を聯城縣に蒋居させました、常妄こ年老いたる母親のことを考へます

　と、との上仕官のことを遅らすととも出來ません。但し力量がない爲めに俵然として仕官する

　ヒとが出來ません、そこで力の霊きはてたものは、ぼんの一寸とした事を成すにも十分やれな

　いとV・ふことが分りました。それに比べて君は早くから仕官されて非常に得意で居られます。

　全く雲泥の差があります。西湖の雲山の風景はまさに一幅の書です。役所がひけてから後散策

　するのは全く世俗を脆した風流のおもむきがあります。

　　九、賀梅嶺傭（生辰）（慶弔類、一）

小春十日・爲足下懸弧令旦；回憶去年・歌徴金綾・酒淫紅螺；諸同人濟濟盈盈・如蘂遥壷1川呂。

今以開山遽隔・未克趨陪；惟有1登頚九如・臨風舞手耳。

【語簿日　（小春十臼）こはる・陰暦一卜月の異稽。陰暦十月は天氣暖和で春の様であるから小蓉と

　V・ふ・（懸弧）古は男子が生れたときは弧を門に懸げる故に男子出産を懸弦といふ。（令旦）

　吉日。（懸ぴ令旦）は男子の誕生日。（金縷）歌曲の名。（紅螺）酒杯。紅螺似隠鵡螺而殻

　蒋・外暗褐・内鮮紅・可作酒器。（濟潜）衆多。（盈盈）充浦する。（蓬壼）仙山の名。（九

　如）人の誕生を賀す腕詞。詩経にある九つの如字がある詩句・詩経日『如山如阜・如岡如陵・

　如川之方至・如月之恒・如日之チわ如南山之誇・如松柏之茂。』（臨風奔手）風につれて観意

　を表す。拝手は頭を手の邊まで下げる。『拝手・先以爾手撚至地・乃以頭頓至手。頭王手而不

　至地・故日拝手。』

【臼課】十月十日、との日はあなたの誕生Nです、思ひかへせば去年の今日は、多くの同僚の友

　が、一堂に禽して、歌舞の中に醗杯を皐げた、丁度蓬壷由の仙人が一個所に集禽した様な有様

　であった。今は山河遠く隔てられ拝趨の上親しく醗詞をのべ盛宴に陪ることが出來ません。只

　だ遙かに風につれて醜意を表するのみですb

　　十、叉陳鋳青（生女）（第二径、慶弔類、二）
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昨得手書・以弟夫人弄瓦而不弄璋・其辮若有憾焉。不知二五構精・仇脛同功・是誰之過・而爲是

快快耶？

況雛恩之降・即以開久鳳之先；謝氏烏衣・不可無林下風以濟其美・正不必謂夢月之不如夢日也。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イトコマ【語狸】（弄瓦弄璋）女子を生むことを弄瓦といふ。瓦は紡博・男子を生むことを弄璋とレ・ふ。

　璋は玉、徳を玉に比せんと欲する意。琶聾廼進『乃生男子・載寝之林・載衣之裳・載弄之璋。

　乃生女子・載寝之地・載衣之揚・載弄之瓦。』（憾）必中の不浦。（二五欝精）男女精をあは

　す。男女の交接。（仇麗同功）仇麗は夫嬬・同功は一人の功でない・夫婦二人同じくこれをな

　したるものである。（快快）心干かならす・不愉快・うらむ。（魏鳳久鳳）鳳周は瑞鳥名・雄

　を鳳・雌を鳳とV・ふ。雛風は女子を生むに喩へ・4鳳は男子を生むに喩ふ。（林下風）山林に

　幽居せる隠士のさま。女見に楡ふ。（謝氏烏衣）晋の時謝安は烏衣巷に居住し、その子弟は大

　いに賢者であつた。『林下風致』婦入にして風雅の趣味を有するをいふ。『謝安姪女謝道掴・

　肺情散朗・有林下風。』（夢月）女子を生むこと。（夢R）男子を生むこと。

【口謬】昨R御手紙に接しまして拝談致しましたが、君は奥様が女のお子さんをお生みになつた

　ので御不浦の梼に云われてゐますが、君は男女交接して子供を作ることは、夫婦二人の合作で

　あつて、一人の責任ではないとV・ふことを御存知ないのですか。誰の罪だといふて、その様に

　不乎を云ふのでしよう。女子を生むととは即ち將來男子を産む前兆ともいふべきでしよう。男

　子を産んだらそのわきぞへとして女子がなくてはV・けません。賢際女子を産むは男子を産むに

　しかすとV・ふには及びません。

　　十一、信陳名山（喪母）　（慶弔類、＋三）

西風落葉・正念故人；忽素簡遠來・驚知伯周：大人仙逝・殊深感悼！吾兄孝思純篤・必以乍違色

養・爲百身莫圏之想；然伯母音容雛遡・菰範猶存。況乎生蓋其歎・波蓋其禮・於子職無少歓憾・

亦可箱裸泉魚之痛奏。

弟以闘河修阻・未獲親奉栂香；薄具楮儀・柳申奥畷・不足営徐生一束也。

九峯綜理元城幕務・十年津礪・頴眈一朝；以兄至戚投之・諒無不允。如弟緑礁・恐難惇爲聲援

耳。

【語繹】（信）とむらふ。（西風落葉）西風は秋風の意・五行詮にて秋を西に配するが故。秋深

　まり草木枯衰ふるごと。（素簡）喪を報ずる書信。白紙を使用するが故に素簡といふ。（仙

　逝）死去するとと。（感悼）深くかんじなげきいたむ。（純篤）大いに篤し。（乍違）突然背

　く。（色養）常ににこにこして親に孝養すること。（百身莫畷）あがなふことの出來ぬ大なる

　罪。（音容雌遡）音聲容貌すでにはるけく遠いとは錐ども。（蕗範）美しき手本。（子職）子
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　たるものL道。（皐魚）周時孝子・親亡・嘗日『樹欲静而風不止・子欲養而親不在。』刺流涕

　浩襟。（修阻）隔絶する・山河懸絶といふが如き。（親奉甥香）親しく弔ひ祭る。（楮儀）喪

　に封する購物。醜贈喪禮之物・如香紙等。（奨1綴）弔ひ祭る。（徐生一束）甦部佳儒子。後

　漢書喧⊆有母憂・徐嬬子來弔・置生鋼一束於癒前而去。衆屡不知其故。』極巷日此必剛1

　高士徐濡子也。詩不云乎『生鋼一束・其人如玉。』　「生甥」は刈りて未だ枯れざるまとも。

　「其人如玉」は其徳玉の如き賢人が世に用ひられず、白駒に乗りて遠く去らんとするを惜み

　て、せめて一束の生甥を秣（マグサ）として贈りたしとの意。（元城）今の河北省大名縣。

　（幕務）幕府の仕事をする・幕府にありて文筆に從事する。（洋礪）錬磨する。（砥礒）凡

　庸。（聲援）言蘂をそへて助勢すること。

【口諜】世は既に秋に入りました、丁度あなた様を思慕申上げて居りましたところ、突然遠方よ

　りあなたのお手紙を頂戴し伯母様の御逝去遊ばされたことを知りまして非常に驚入りました。

　痛ましいとも恨めしいとも申し様もありません。あなたは干素大褒親孝行の人ですから、突然

　母上の死去に相遇して恰も自身あがなふととの出來ぬ犠な大な罪を犯した梼に思われることで

　しよう。然しお母様の音聾容貌は永久に隔縄されたとはいふものLお母様の残された立派な■

　手本とすべきことはなをこの世に存在します。向お母様在世中あなたは十分孝養をつくされ、

　お母様の撒心を得て居られたし叉死後は葬儀に十分禮をつくされて人の子たるものム道を敏く

　ることなく十分果されましたことなれぱ、此上は最早何事も定まりたる事と御あきらめらるX

　外無之かと存じます、箕は早速参上仕り親しく弔問申上べき筈でありますが、何分遠隔の地の

　ととなれぱ意にまかせず、ここに心ばかりの御香料をお塗り致し、哀悼の意を表します。

　九峯は大名縣の幕府の仕事に從事し十年間精働して、群を抜くことを得ました。あなたは親し

　い間柄であるから彼のもとにたよつて行けば屹度世話をしそくれましよう。私は凡庸で恐らく

　何んの助勢も出來かねます。

　　十二、慰良郷邸友（被7k）（慰勧類、五）

葬聞中都水溢・深以爲念；得手書・知足下履瞼如夷・始信遡自有籔・自爲吉人獣相也。他臼之載

麿多幅・正未可量；少有耗折・不足介懐。

【語鐸】（良郷）河北省の縣名。（邸）丘に通じ，丘は大・邸友は第一の友の意。（鉾）忽然。

　（中都）北京附近の地。（溢）浦る。（履瞼如夷）危険にさらされてしかも安隠なるごと。

　（河伯）河宗と同義。水の肺。池是華陰人・以八月上庚日渡河溺死・天帝補署爲≡。（吉

　人獣相）善入は天の助がある。　（載麿）載頑と同義。さいはひを受ける，膚受。　（耗折）損

　失。
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t口謡】突然北京地方に水災があつたことを聞いて、あなたの安否を心配してゐました。お手紙

　を頂いて危瞼にさらされてしかも安隠であつたことを知りまして安心しました。そこで始めて

　7k肺様の霞験あらたかで暗獣の中に善人を助けてくださることを信じました。あなたは將來澤

　山の幸幅を享受されることはいふまでもないごとです。多少の損害を蒙られたとてお心を痛め

　られるには及びますまい。

　　十三、勧陳笈亭（勿出門）（慰勤類、五）

以局外而参局中之事・自知不中肯繁；足下傭納甥莞・寛止西行・或亦愚人一得Ef。緩急時有耳・

所須叉無多金・返館後摘篠・勿念！

【語繹】（局外）無闘係の人。（局内）當局者。（参）参與する。（肯繁）肯は骨にっく肉・繁

　は筋骨の結合せる所・蒋じて事の急所叉は要所に喩ふ。繁音饗・不譲啓・要害地方田「肯緊」

　。（甥莞）くさかりときこり・微蔑の文の義。（何納）申請を探用する・貴い老が卑い者の希

　望に從ふこと。（愚人一得）愚人も一つ得たる事ありて、時としてよき分別を出すことあり。

　古諺『智者千慮・必有一失・愚者千慮・必有一得。』（緩急）ゆるやかなると急なると・急の

　事褒のさしせまること。かねがV・ること。（措慮）工面して集める。

〔ロ諜】闘係のない立場にあるものが、當局者の事に容嫁するのは、自分でも妥當でないことは

　承知してゐますが、あなたはひたすら私の勤めを聞き届けて、つひに西方行を中止されまし

　た。或は愚人の一得とV・ふととになるかも知れません。金が無いといふことは人間には常にあ

　ることです、あなたの入用な金は多いことでもありません、館に戻つてから工面してあげまし

　ようoffli・c・目巳下さるな〇

　　＋四、謝槍州諾友（邊蟹）（緋謝類、＋三）

重陽佳序・正以有酒無蟹・室結臨淵之羨；何意楕生下賞・寛借公子同來。部命庖人・立烹介士；

樽前風味・迎異講常。

音王宏白衣途酒・千古欝爲美談；今諸君青衣塗蟹・未始非後先佳話也。鳥鷹之飴・掲勝銘謝？

【語繹】（佳序）佳節。（臨淵之羨）徒に幸縮を望まんとするよりは退きて幸縮を得る素地を作

　るに若かずとの意。漢惑董仲借傳『古人有言・臨淵羨魚・不如退而結ホ縄。』（楮生）紙。寄信

　に喩ふ。（下賞）上より賜わる。（借）ともなふ。（公子）蟹。抱朴子『山中辰日・繕無膓公

　子者・蟹也。』（庖人）くりや人・料理人。（介士）甲冑をつけたる士。蜜。因蟹係甲類・故

　叉碇介士。抱朴子『蟹呼爲横行甲士。』（樽前風周ミ）酒を飲む時のうまき味。（廻）遠く・は

　るかに・大いに。（白衣途酒）白衣は無位無官の人・未だ仕官せざる人は白衣を著るが故な

　り。魎遡九月九日に酒なかりし時、江州の刺史罐の使者が白衣を著て酒を逡り來たりし故
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　事。績晋陽秋『陶漕嘗九月九日無酒・出簸謹恨望・未幾白衣人至・乃王宏邊酒使也。』　（青

　衣）賎業をなす者・僕螺の意。（後先）あととさきと。おくれさきだつ。前後。（佳話）美

　談。（墜）たべ飽く。

【口謬】九月九日重陽節の日に了慶酒あれども肴なく、只だ水面に向つてぼんやり目をやつてゐ

　た。思ひがけなくもあなたから一一・meの手紙と蟹とを同時に途つて來た。そこで料理人に命じて

　直く蟹を料理させ、酒の肴として飲んだ、その時の瀬の味は本當に卒常の時とは大V・に異るも

　のであつた。昔王宏が使ひに液をもfcして陶淵明に陰つたことは千古の美談として人々の間に

　傳えられてゐるが、理在あなた達が使ひの人に蟹をもたしてくれたことを古のことNあとさき

　の1美談として世に傳えることが決していけなV・ことはなV・。

　　十五、還ヨミ田縣李（途程儀）

秋間弊有南旋之繁・閤下錫之績金・壮其行色；以弟庸随・狼荷撃懐・屡分鶴俸之飴・釜切蛇珠之

感。

比得家報・欣知老母康健；是以宇菓孤蓬・欲行叉止。認簸之雅・不敢奔登。議倹便瀦東來・奉以

庭趙；而閣下之調情古誼・已與潭水篠深突1

【語樺】（ヨ三田縣）河北省縣名・（程儀）儀別に贈る品物。（弊）にはか・だしぬけラ念遽。

　（南旋）南方に麟る・こXでは麟郷する。（錫）賜。（殺金）よい黄金。「賜以好金」。（壮

　其行色）族支度を充蜜させる。（庸随）おろかでいやしい。（荷蟄懐）懇切に心遣ぴする。

　（鶴俸）官俸。（蛇珠）へびの口より吐きたるたま。蔭侯珠ともいふ。捜肺記『鴇侯行見六象宅

　傷・以蘂敷而塗之。其後蛇於江中街珠以報惰侯、経寸純白、而夜光可燭室、故歴蒋「騰珠」。』

　報恩するととに喩ふ。（蓬）舟。とまにて識りたるものにて舟を覆ふが故にいふ。（縫蔭）隠

　物。（拝登）恭しく受けとる。拝受而登之於簿籍也。（侠便弱來）用事の次手ある人のあるの

　を待つ。（続趙）返却する。（稠情古誼）御厚情御交誼。古誼は交誼の故薔に封する如く密

　なる意。－ttfの正しき義理。（潭水倶深）ふちの水の如く深いラ情の深いこと。李白詩C雛花潭

　フk深千尺不及注倫途我情。』　　　　　　　　　　　　．

ζ口課】秋に急遽南方（郷里）に館らうとして、貴兄から私に立派なおかねを鱈られ、私に立派

　に族支度を整ひさせました。私の様な千凡なつまらない人間に、なみなみならぬ心遺ひを茶ふ

　致しました、叉たいつも貴兄の俸給をさき與へ下さいまして愈々私をして報恩の心をかためさ

　せました。近頃家信を受取りましたが、最も喜ばしいことは老母の健康が頗るよいことであり

　まして、それで船に乗り蹄郷するととを中止することに致しました。貴兄より賜わりました澤

　山の隠物は頂蕊することが出來ません。山東に向けて次手の人のあるのを待つて、お返し致し

　ます。但し貴兄の私によせられたる御浮情に封しましては深く心に記して忘紅ません。（完）
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